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Résumé

Purpose: This paper examines the actual conditions and characteristics of academic library ser-
vices for undergraduate research in the United States and Canada.
Methods: A questionnaire survey was conducted on 133 research university libraries that were 
selected as research objects. Invitations to participate in a web-based questionnaire survey 
were sent to the librarians of these institutions by e-mail. The duration of the survey period was 
October‒December 2014, and the month of March in 2015. The interviews were conducted with 
six libraries. The e-mail interviews were conducted with four libraries in March and April 2015. 
The face-to-face interviews were conducted with two libraries in May 2015.
Results: The total number of libraries that responded to the questionnaire was 30. The numbers 
of libraries offering each type of service are as follows: 30 libraries support courses that promote 
undergraduate research, 28 libraries support honors programs or honors students, 19 libraries 
support the undergraduate research opportunities program, 16 libraries are involved in the un-
dergraduate research symposium, 9 libraries publish or support the publication of undergraduate 
research journals, and 14 libraries offer library research awards to undergraduate students. Many 
libraries collaborate with faculty, and several libraries collaborate with other units, such as the un-
dergraduate research office and the honors program office. The results of the interviews clarified 
that promoting undergraduate research is considered one of the principal goals in universities, and 
that libraries recognized support for undergraduate research as an important service that is based 
on the university’s policy.
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I.　研究の背景と目的

A. 高等教育における「学士課程学生による研
究」の動向

学士課程学生が能動的に学べるようになること
を目的とした，学士課程教育改革の議論が行われ
るようになって久しい。そのような議論を背景と
して，北米の大学において「学士課程学生による
研究（undergraduate research）」1）を促進するた
めの取り組みが活発に行われている。「学士課程
学生による研究」とは，学生が様々な形態によっ
て取り組む研究や探究のための活動とそれを通し
た学習を示す概念であり，学士課程教育改革の手
段の 1つとして位置づけられている。
著者の前稿 2）においてその経緯を述べている通
り，「学士課程学生による研究」は，大学におけ
る教育と研究を結びつける試みであり，その概念
がアメリカの研究大学の取り組みから生じた後
に，アメリカ国内の他のタイプの大学でも広まっ
ていき，現在では北米にとどまらず他国にも波及
している。発祥の地とされているアメリカでの歴
史的経緯を簡潔に述べると，その嚆矢は，1969年
にマサチューセッツ工科大学が開始した「学士課
程学生研究プログラム（undergraduate research 
opportunities program）」であると言われてい
る 3）～6）。1978年には，全米組織である学士課

程学生研究協議会（Council on Undergraduate 
Research）7）が発足した。1980年代になると，全
米科学財団（National Science Foundation）が
「学士課程学生による研究」を助成するプログ
ラムを開始した。1998年には，カーネギー教育
振興財団ボイヤー委員会（Boyer Commission）
が，『学士課程教育の再編：アメリカの研究大学
のための青写真』（Reinventing Undergraduate 
Education: A Blueprint for America’s Research 
Universities）8）を発表した。『学士課程教育の再
編』は，学士課程教育が重視されない傾向にある
研究大学に対して，その卓越した研究活動と環
境を活かした学士課程教育改革の方法を提言し
た文書である。そのなかでも，学士課程教育に
おいて“研究に基づく学習を標準にする（Make 
Research-Based Learning the Standard）”8）とい
うことを提言した点が大きな特徴であった。この
文書は，研究大学において「学士課程学生による
研究」が広まる際に大きな役割を果たしたと言わ
れている 9）。

2000年代以降になると，「学士課程学生によ
る研究」に対する関心はさらに高くなっていっ
た。たとえば，高等教育における学生を対象と
したアセスメントの研究では，George D. Kuh10）

が，初年次セミナーやラーニングコミュニティ
等とともに，「学士課程学生による研究」を「高
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い効果のある教育実践（high-impact educational 
practices）」11）の 1つとしてあげている。Kuhは，
2000年に開始された National Survey of Student 
Engagement（NSSE）12）という学生調査のディ
レクターを創設時に務めていた。この NSSEと
ともに広まった概念である，「学生エンゲージメ
ント（student engagement）」を促進する要素の
1つとしても，「学士課程学生による研究」が捉
えられるようになっている 4）13）。現在では，「学
士課程学生による研究」は，学生の学びや専門分
野への関心を呼び起こし，学生のリテンション率
や卒業率を向上させ，学生生活の成功や卒業後の
大学院での成果にも良い影響を与えるとされてい
る 14）。なお，溝上慎一によると，「学生エンゲー
ジメント」とは，“大学が提供する教育的な場や
機会が学生の学習や個人的な成長を促す，という
考え方のもとで進められている学生アセスメント
や教育実践の技術・デザイン開発の総称”15）のこ
とである。また，NSSE以外の学生調査でも「学
士課程学生による研究」に関わる項目が取り入れ
られている。たとえば，研究大学における「学
生の経験（student experience）」を測定する学生
調査である，Student Experience in the Research 
University Survey16）には，“学業との関わり，学生
としての生活，キャンパスの風土，個人属性等”17）

に関する質問があり，学士課程学生向けの質問の
なかに，研究活動・研究体験への参加，学生と教
員の相互交流といった項目が含まれている。
「学士課程学生による研究」は，厳密に定義さ
れた言葉というよりは，様々な活動を含む包括
的な言葉であるとされている 3）。しかし，全米
組織である学士課程学生研究協議会による定義
が，北米において代表的なものとされていると言
え，本稿で引用する文献の多くで言及されてい
る。学士課程学生研究協議会では，「学士課程学
生による研究」を，“学士課程学生によって実施
され，専門分野に対して独自な知的もしくは創造
的な貢献をする探究や調査”18）と定義しており，
同協議会のウェブサイトには“研究を通した学習
（Learning through research）”7）という言葉が掲
載されている。また，Shouping Huら 4）は，現在

の「学士課程学生による研究」の概念と活動は，
構成主義学習理論を背景としており，経験学習や
課題解決型学習，探求型学習，サービスラーニン
グといった学習モデルの影響を受けていると説明
している。なお，学問分野としては，当初は自然
科学分野から始まった取り組みであるが，現在で
は人文科学・社会科学・芸術活動など全ての分野
を含んでいるとされている 19）。
このような「学士課程学生による研究」を実現

する方法としては，学士課程教育の正規課程の授
業のなかに研究活動・研究体験を導入する方法，
学士課程学生研究プログラムといった名称で実施
される特別な教育プログラムのなかで，希望する
学生や選抜された学生に対して研究活動・研究体
験の機会を提供する方法の 2つに大きく分かれ
る 20）。また，授業内外で学士課程学生が取り組
んだ研究成果を発表する機会を提供するために，
学内で研究成果発表会の開催や研究論文誌の刊行
が行われることもある。さらに，研究助成金の支
給や優れた研究を行った学生に対する表彰が行わ
れることもある 4）19）21）。
組織的な面からの実現方法としては，文献 4）19）

や学士課程学生研究協議会の文書 22）において，
以下のような事項があげられている。まず，「学
士課程学生による研究」を学内で浸透させていく
際には，大学全体の使命や方針，戦略計画のなか
に「学士課程学生による研究」の促進が含まれて
いることが重要な要素になると言われている。さ
らに，財政的な枠組みのなかに「学士課程学生に
よる研究」が組み込まれていることも必要である
と指摘されている。そして，大学によっては，「学
士課程学生による研究」を管轄する部署や役職が
設けられていることもある。
なお，北米において「学士課程学生による研

究」がどの程度浸透しているのかを見るにあ
たっての手掛かりの 1つとして，上述の NSSE
における「高い効果のある実践（high-impact 
practices）」という指標がある。これは，大学入
学から卒業までに「高い効果のある実践」に含ま
れる事柄に取り組む予定，または取り組んだ経験
がある学士課程学生の割合を算出するものであ
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る。初年次向けの「高い効果のある実践」の指標
の 1つには「教員と一緒に研究に取り組む」とい
う項目があり，最終年次向けの指標には「教員と
一緒に研究に取り組む」「最終年次の経験に取り
組む（大学での学びの総まとめとしてのキャッ
プストーン科目，最終年次の論文やプロジェク
ト等）」という項目が含まれている 23）。2016年の
NSSE24）では，アメリカの 512大学とカナダの 25
大学に在籍する約 30万人の学士課程学生が回答
している。このうち，アメリカの学生の回答結果
によると，「教員と一緒に研究に取り組む」は初
年次学生の 5％，最終年次学生の 24％が計画中ま
たは経験済みであった。また，「最終年次の経験
に取り組む」は，45％の学生が計画中または経験
済みであった。上記の結果より，北米では，ある
程度の学生が「学士課程学生による研究」に参加
していると言えるだろう。

B. 大学図書館における動向と先行研究
A節で取り上げたカーネギー教育振興財団ボイ

ヤー委員会による『学士課程教育の再編』8）には，
“研究大学では，図書館，ラボ，コンピュータ，
スタジオ等における探求を促進しなくてはならな
い”8）という記載があり，学士課程学生研究協議
会による文書 22）では，「学士課程学生による研究」
を促進するための要素の 1つとして，大学図書館
が提供する資料や資源，情報リテラシーや研究ス
キルを向上させるための支援が例示されている。
近年では，北米の大学図書館について取り上げ

た文献のなかに，上記の文献 8）22）を引用し，「学士
課程学生による研究」と大学図書館の関係を論じ
るものが，数はまだ少ないながらも存在するように
なっている。つまり，「学士課程学生による研究」
に対する支援が，大学図書館の新たな役割として
見なされるようになりつつあると考えられる。
北米における各大学図書館の事例を取り上げた

文献としては，図書館・情報学分野の雑誌で発表
された，アメリカとカナダの大学図書館による事
例報告 25）～29）がある。これらの事例報告では，図
書館単独ではなく，教員や図書館以外の他部署と
の協働で実施した取り組みが扱われている。ま

た，学士課程学生研究協議会の機関紙で発表され
た，サウスフロリダ大学における図書館と Office 
for Undergraduate Researchの協働プロジェク
トの事例報告 30）もある。
著者は，2014年に発表した前稿 2）において，

授業における「学士課程学生による研究」に対す
る支援に着目することの重要性を指摘したうえ
で，カリフォルニア大学バークレー校において教
員と図書館の協働によって実施されたプロジェク
トである，「Mellon Library Faculty Fellowship 
for Undergraduate Research」を対象とする事例
分析を行っている。このプロジェクトは，授業の
なかに研究活動・研究体験を導入することを目的
として，図書館が中心的役割を担う形で実施され
たものである。
上記のような各大学の個別事例ではなく，複数

の大学を視野に入れてサービスの実態を俯瞰的に
見た研究となると，イリノイ大学アーバナ・シャ
ンペーン校図書館のMerinda Kaye Hensleyらが
2014年から 2015年にかけて発表した，一連の実態
調査 31）～33）が目立つ程度である。Hensleyらは，正
規課程の授業以外で行われる「学士課程学生によ
る研究」のための教育プログラムやイベント等の
取り組みを対象として，それらに対する大学図書
館の支援についての質問紙調査を行っている 34）。

Hensleyらによる大学図書館を対象とした質問
紙調査 31）では，調査対象 758館のうち 281館が
回答している。その結果によると，親機関である
大学において，正規課程の授業以外で「学士課程
学生による研究」のための取り組みが行われてい
たのは，回答館の 85.4％（240館）であった。そ
のうち，165館では図書館でもそれらに対する支
援が行われていた。個々のサービスのなかでは，
情報リテラシー指導の実施率が最も高く，141館
で実施されていた 35）。また，サービス実施館に
は，「学士課程学生による研究」のための教育プ
ログラム等への支援を職務の 1つとしている図書
館員も存在しており，彼らは「学士課程学生によ
る研究」を管轄する部署のリエゾン担当者やサブ
ジェクトライブラリアン，情報リテラシーを担当
する図書館員等であった。さらに，サービス実施
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館の 35.8％では，図書館外の「学士課程学生によ
る研究」に関する学内委員会に，図書館員が参加
していた。
なお，上記調査で最も実施率が高かった情報リ

テラシー指導については，別途の質問紙調査 32）も
行われている。調査対象 133館のうち 70館の回
答結果によると，65館（92.9％）で「学士課程学
生による研究」のための教育プログラム等におい
て情報リテラシー指導が行われていた。分野別で
は，社会科学（37館），人文科学（29館），学際
プログラム（27館）の実施が多いという結果で
あった。取り扱う内容としては，データベース検
索，キーワード検索や主題検索等の検索スキル，
文献管理ツール等が多いという結果であった。
そして，Hensleyらが「学士課程学生による研

究」を管轄する部署の担当者に対して行った質問
紙調査 33）では，調査対象 758人のうち 304人が
回答している。その結果によると，学内の図書館
による支援の実施あるいは計画を認識していたの
は 149人であった。138人は，図書館は「学士課
程学生による研究」において重要な役割を担って
いると考えていた。
これらの先行研究では，大学図書館が実施す

る「学士課程学生による研究」に対する支援に関
して，十分には明らかになっていない点がある。
まず，Hensleyらも指摘しているように 31），各
大学図書館の個別事例の報告や分析では，「学士
課程学生による研究」の動向の全体像を俯瞰的に
見ることができない。その点では，Hensleyらに
よる一連の実態調査は，質問紙への回答数も多
く，大学図書館が実施する「学士課程学生による
研究」に対する支援の現況を知る際に多くの示唆
を与えるものである。しかしながら，彼らは調査
対象から正規課程の授業を除いており，それ以外
の教育プログラムやイベント等のみを調査対象と
している。A節でも述べたように，大学におい
て「学士課程学生による研究」を実現する方法と
して，正規課程の授業における取り組みも例示さ
れている。著者による前稿 2）でも議論している通
り，大学図書館による支援を見る際には，希望す
る学生のみが参加する教育プログラム等だけでな

く，多くの学生を対象とする授業における支援も
視野に入れる必要があるだろう。
さらに，Hensleyらは，正規課程の授業以外で
行われる「学士課程学生による研究」のための教
育プログラム等という大きな括りでの調査を行っ
ており，個々の教育プログラム等に対して，どの
ような支援を大学図書館が実施しているのか，個
別には調査していない。言い換えると，「ある特
定の教育プログラム，たとえば，学士課程学生研
究プログラムに対して，大学図書館は支援を行っ
ているのか」「もし実施している場合は，それに
対してどのようなサービスを実施しているのか」
ということが，個々の質問項目としては設定され
ていない。そのため，それぞれの教育プログラム
やイベント等の取り組みに対して，どのような支
援がどの程度行われているのか，十分には明らか
になっていない。
つまり，先行研究では，正規課程の授業とそれ

以外の教育プログラムやイベント等への大学図書
館による支援として，どのサービスがどの程度実
施されているのか，その現況と全体像が十分には
明らかになっていないと言える。
また，上記のように，授業内外におけるサービ

スの現況が明らかになっていないため，それを実
現するためのサービスの実施体制についても，現
況が十分には明らかになっていない。先行研究で
は，教員や他部署との協働が行われている事例が
存在する，職務の一環として「学士課程学生によ
る研究」に対する支援を担当する図書館員が存在
する等の要素は把握できるが，実施体制の全体像
は十分には明らかになっていないと言える。
そして，A節でも述べた通り，大学全体の使

命等のなかに「学士課程学生による研究」を位置
づけることの重要性が指摘されている。しかし，
これまでの先行研究では，大学図書館が実施する
「学士課程学生による研究」に対する支援と，大学
図書館あるいは大学全体の使命や戦略計画等との
関係は調査されていないため，大学図書館による
支援がどのような位置づけのもとで行われている
のかについても，十分には明らかになっていない。
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C. 本研究の目的と構成
本研究の目的は，北米の大学図書館が実施す

る「学士課程学生による研究」に対する支援の実
態とその特徴を明らかにすることである。具体的
には，B節で指摘した通りに先行研究では十分に
は明らかになっていない，（1）授業内外において
どのサービスがどの程度実施されているのか，
（2）どのような体制でサービスが実施されている
のか，（3）それらは大学図書館あるいは大学全体
においてどのように位置づけられているのか，の
3点を検討課題として設定し，これらを質問紙調
査とインタビュー調査によって明らかにする。本
研究によって，学士課程教育改革の手段の 1つと
して位置づけられている「学士課程学生による研
究」に対して，大学図書館がどのような支援をし
ているのか，その見取り図を明らかにすることが
できると考える。さらに，本研究は，学士課程教
育において大学図書館が果たすべき役割を検討す
る際の一助になるとも考える。
本研究では，北米の大学図書館，具体的にはア

メリカとカナダの大学図書館を調査対象とするこ
とにした。その理由は，A節でも述べた通り，
「学士課程学生による研究」の発祥の地はアメリ
カとされており，同時に大学図書館での取り組み
も他国に先行していると言えるため，さらに，先
行研究から隣国のカナダの大学図書館においても
同様の取り組みが行われていることが判明してい
るためである。
そして，アメリカとカナダの大学図書館のなか

でも，特に研究大学図書館に着目することにした。
研究大学図書館に着目する理由は，他のタイプの
大学においても「学士課程学生による研究」に対
する熱心な取り組みが行われているものの 36），
A節で述べたように，「学士課程学生による研究」
の嚆矢が研究大学であったこと，『学士課程教育
の再編』が発表されて以降，研究大学において，
学士課程教育改革の潮流とともに，大学の特性を
活かすことができる「学士課程学生による研究」
が広まったと言われていることから，大学図書館
が実施する「学士課程学生による研究」に対する
支援を見る際に，研究大学図書館が有効な存在で

あると考えられるためである。
本研究の構成は以下の通りである。まず，第 II

章において，本研究において実施した質問紙調査
と訪問ないしメールによるインタビュー調査の概
要を述べる。第 III章 A節では，質問紙調査の結
果を主に用いて，北米の研究大学図書館におけ
る「学士課程学生による研究」に対する支援のた
めのサービスの実施状況について述べる。B節で
は，質問紙調査の結果を主に用いて，サービスが
どのような体制で実施されているのかを述べる。
C節では，インタビュー調査の結果を用いて，
サービスがどのような位置づけのもとにあるのか
を述べる。そして，第 IV章では，第 III章の結
果に基づき，「学士課程学生による研究」に対す
る支援の特徴を，本節で述べた 3点の検討課題に
沿って整理する。以上によって，北米の大学図書
館が実施する「学士課程学生による研究」に対す
る支援の実態とその特徴を明らかにする。最後
に，第 V章において本研究の成果と今後の研究
課題をまとめる。

D. 「学士課程学生による研究」に対する支援の
ためのサービスの類型

本研究における調査に先立ち，B節で取り上
げた先行研究 25）～29）31）における言及を抽出し，さ
らに著者による調査 2）37）を加えて，第 1表の通り
に，大学図書館が実施する「学士課程学生による
研究」に対する支援のためのサービスについて，
6つの類型を設定した。第 1表に記載した先行研
究における言及ならびに著者による調査を整理す
ると，以下の通りとなる。
「①学士課程学生による研究を促進する授業に対
する支援」とは，授業改善の一環として初年次か
ら卒業までの様々な段階で行われている，学士課
程教育の正規課程の授業のなかに研究活動・研究
体験を導入する試みに対する支援のことである。B
節でも取り上げた学士課程学生研究協議会による
文書 22）では，図書館による情報リテラシーや研究
スキルの養成への支援が，カリキュラムのなかに
組み込まれるべきと指摘されており，実際に大学
図書館においてこれらの取り組みが行われている。
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「②オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生
に対する支援」とは，高度な学びを希望する学生
や入学時に選抜された学生に対する特別な教育プ
ログラムの提供，最終年次の希望者による論文執
筆プログラム等によって，卒業時に優等学位を与
えるオナーズ・プログラムやその参加学生に対す
る支援のことである。なお，オナーズ・プログラ
ムは古くから存在している教育プログラムである
が，最近では「学士課程学生による研究」を実現
するための手段としての位置づけもなされるよう
になっている 19）22）。
「③学士課程学生研究プログラムに対する支
援」とは，希望する学生が，研究室で行われて
いる研究プロジェクトに参加したり，メンター
役の教員による指導のもとで研究を行う学士課
程学生研究プログラム（undergraduate research 
opportunities program）に対する支援のことで
ある。このようなプログラムは，授業期間中に
実施されるだけでなく，夏季休暇期間に summer 
undergraduate research opportunities program
という形で実施されることもある。
「④学士課程学生による研究成果の発表会への
関与」とは，undergraduate symposiumといっ
た名称で開催されている，学士課程学生の研究成

果発表会への関与や参加学生に対する支援のこと
である。これらのイベントでは，学士課程学生に
よるポスターセッションやプレゼンテーション，
パフォーミングアーツの実演等が行われている。
「⑤学士課程学生の研究論文誌への関与」と
は，学士課程学生が執筆した研究論文を査読し
たうえで掲載する雑誌（undergraduate research 
journal）に対する支援・関与のことである。こ
のような雑誌は数多く存在しており 38），そのな
かには大学図書館が関わっているものもある。
「⑥図書館資源を活用した学士課程学生による研
究成果の表彰制度の設置」とは，学士課程学生が図
書館資源を活用しながら授業内外で取り組んだ研究
を表彰することである。受賞者には賞金も授与され
ている。学生が応募する際には，研究成果物，研究
プロセスや図書館資源の利用に関して記したエッセ
イ，文献・資料リスト，教員からの推薦等が必要で
あり，評価の際には，図書館資源の活用度，研究の
質，学びの深さ等が重視されている 37）。
本研究では，以上の 6つの類型のサービスにつ

いて，質問紙調査とインタビュー調査を用いて，
その実施状況と実施体制，それらの位置づけにつ
いて調査する。

第 1表　本研究で設定した 6つの類型のサービス
類型 先行研究における言及

① 「学士課程学生による研究」を促進する授業に対する支援 新見（2014）2）

② オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援 Daly（2012）26） 
Hensleyら（2014）31）

③ 学士課程学生研究プログラムに対する支援 Stamatoplos（2009）25） 
Jonesら（2013）27） 
Hayes-Bohanan（2013）28） 
Knappら（2014）29） 
Hensleyら（2014）31）

④ 学士課程学生による研究成果の発表会への関与 Jonesら（2013）27） 
Hensleyら（2014）31）

⑤ 学士課程学生の研究論文誌への関与 Jonesら（2013）27） 
Hensleyら（2014）31）

⑥ 図書館資源を活用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の設置 Stamatoplos（2009）25） 
Daly（2012）26） 
新見（2012）37） 
Hensleyら（2014）31）
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II.　北米の研究大学図書館における 
「学士課程学生による研究」に対する 

支援の実態調査

A. 質問紙調査
1. 概要
質問紙調査は，第 I章 B節における先行研究の
整理に基づき，第 I章 C節で設定した，大学図
書館における「学士課程学生による研究」に対す
る支援についての検討課題のうち，1点目の「授
業内外においてどのサービスがどの程度実施され

ているのか」，2点目の「どのような体制でサー
ビスが実施されているのか」を明らかにするため
のものである。この 2点を明らかにするために設
定した質問紙調査の主な焦点は，（a）どのサービ
スがどの程度実施されているのか，（b）サービ
スの具体的な内容，（c）サービスの実施体制であ
る。質問項目の概要は，第 2表の通りである。
具体的には，6つの類型のサービスの実施の有無
とサービス内容の概要（①～⑥），教員や他部署
との協働の有無（①～⑥），サービスに対する評
価の実施の有無（⑦），回答者に関するフェース

第 2表　質問紙調査における質問項目の概要
① 「学士課程学生による研究」を促進する授業に対する支援

・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（選択肢，自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

② オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援
・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

③ 学士課程学生研究プログラムに対する支援
・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

④ 学士課程学生による研究成果の発表会への関与
・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・参加学生に対する支援の有無（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

⑤ 学士課程学生の研究論文誌への関与
・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

⑥ 図書館資源を活用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の設置
・実施の有無＊（Yes/No），サービス内容の概要（自由記述） 
・教員との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述） 
・他部署との協働の有無（Yes/No），概要（自由記述）

⑦ サービスに対する評価
・実施の有無＊（Yes/No），概要（自由記述）

⑧ フェースシート項目
・大学名＊ 
・回答者の職位・職名＊ 
・フォローアップ・インタビュー対応の可否，可能な場合の連絡先

＊必須回答の項目
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シート項目（⑧）とし，選択肢または自由記述で
の回答を求めた。このうち，サービスの実施の有
無，評価の実施の有無，大学名，回答者の職位・
職名に関する 9問を必須項目とした。質問紙は
ウェブフォーム形式とした。
なお，当初は全ての質問（必須項目 9問・任意

項目 39問）を掲載した質問紙（以下，通常版）の
みを用意したが，回答者の負担を減少させること
を目的として，督促時に必須項目 9問とフォロー
アップ・インタビューに関する任意項目 2問のみを
掲載した質問紙（以下，簡易版）も用意し，2種類
の質問紙から回答者が選択できるようにした。

2. 調査対象と調査期間
調査対象は，アメリカとカナダの研究大学

図書館とした。具体的には，研究図書館協会
（Association of Research Libraries： ARL）に
加盟する大学図書館 115館 39），ARL非加盟館だ
が OCLC Research Library Partnership（OCLC 
RLP）の加盟館である大学図書館 18館 40）の合計
133館である。OCLC RLPのみに加盟する館に
関しては，カーネギー分類で「研究大学」41）と分
類される大学の図書館を調査対象とした。なお，
OCLC RLPのみに加盟する大学図書館は，カナ
ダにはなく，アメリカにのみ存在した。
調査依頼は，調査対象館の図書館員に対して

メールにて行った。メールの送付先は，各館のス
タッフ一覧を参照して，所属や職名から回答者の
候補となりえる人物を選定した。依頼の際には，
他の同僚図書館員への転送も可能であること，大
学名を明記していれば同一大学における複数回答
も可能であることを伝えた。
調査依頼と質問紙の回収は，（1）2014年 10月
から 12月，（2）2015年 3月に行った。（1）の期
間において，最初の依頼時には通常版の質問紙
のみを用意していたが，督促時に簡易版も用意
した。また，（1）の期間は ARL加盟館のみを対
象としたが，（2）の期間に ARL加盟館に加えて
OCLC RLPの加盟館も対象に加えた。

3. 回答数と回収率
調査対象 133館のうち 30館より回答があり，

回収率は 22.5％であった。通常版による回答は
25館，簡易版による回答は 5館であった。大学
名が明記してあった回答は，24館（通常版 19
館，簡易版 5館）であった。また，無記名であっ
ても，他の回答欄の記述から大学名が確実に判明
したところが 3館ある。その他の回答も大学名を
類推できた。なお，1館より複数回答があったた
め，集計時に統合した。アメリカの大学図書館は
26館（公立大学 19館，私立大学 7館）から回答
があり，カナダの大学図書館は 4館（全て公立大
学）から回答があった（第 3表）。なお，調査依
頼のメールを送付した人物と回答者が異なる図書
館もあった。
回答者の職位・職名が記載されていたのは 24

館であった。職位別に見ると，館長からの回答は
1館，副館長からの回答は 3館，部門長からの回
答は 12館，その他の図書館員からの回答は 8館
であった（第 4表）。なお，回答者の職名に関し
ては，第 III章 B節 1項において分析結果とあわ
せて述べる。

B. 訪問ないしメールによるインタビュー調査
1. 概要
質問紙調査においてフォローアップ・インタ

第 3表　回答館の国別・設置種別集計
公立 私立 計

アメリカ 19 7 26
カナダ  4 0  4

第 4表　回答者の職位
職位 人数

館長 1  1
副館長 2  3
部門長 3 12
その他の図書館員  8
無回答  6

1 Dean
2 Associate University Librarian, Associate Dean
3各部門の Director, Head
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ビューの対応が可能と回答があった 16館の図書館
員に対して，質問項目を提示したうえで，訪問イ
ンタビューないしメール・インタビューの依頼を
メールにて行った。その結果，6館の図書館員に
対して実際にインタビューを行うことができた。
インタビュー調査は，第 I章 B節における先
行研究の整理に基づき，第 I章 C節で設定した，
大学図書館における「学士課程学生による研究」
に対する支援についての検討課題のうち，3点目
の「それらは大学図書館あるいは大学全体におい
てどのように位置づけられているのか」を明らか
にするためのものである。これを明らかにするた
めに行ったインタビュー調査の概要は，第 5表の
通りである。インタビューの際には，（a）「学士
課程学生による研究」を支援するためのサービス
は，図書館において重要かつ価値あるサービスで
あると考えられているのか（質問 A），（b）「学
士課程学生による研究」の促進は大学の使命ま
たは戦略計画と関連づけられているのか（質問
B），という点に着目した質問を行った。さらに，
必要に応じて行った質問がある。質問紙調査の回
答だけではサービスの実施体制に関して分からな
い部分があり，追加の質問をした場合（質問 C），

質問紙調査の回答に関する補足説明を求めた場合
（質問 D）がある。
また，全ての回答者から大学名・回答者名・職

位・職名の掲載について許可を得ることができ
た。なお，回答者の職位・職名に関しては回答時
点での記述に基づいている。

2. 訪問インタビュー
訪問によるインタビューは，カリフォルニア大

学バークレー校図書館とニューヨーク州立大学
バッファロー校図書館の 2館で実施した。インタ
ビューは，両大学とも 30分程度と依頼したうえ
で事前に質問リストを送付し，それに基づいて回
答してもらう形式で実施した。
カリフォルニア大学バークレー校図書館では，

2015年 5月 4日に副館長の Elizabeth Dupuis氏
と面会した。Dupuis氏は図書館の教育・利用者
サービス分野を担当する副館長であり，中央館・
学部学生用図書館・主題別図書館を含む学内の主
要図書館も統括している。
ニューヨーク州立大学バッファロー校図書館

で は，2015年 5月 7日 にMargaret R. Wells氏
と Cynthia A. Tysick氏と面会した。Wells氏は

第 5表　インタビュー調査の概要

図書館名 手段 実施日・回答日
質問項目注）

A B C D
カリフォルニア大学バークレー校図書館 
（University of California, Berkeley）

訪問 2015年 5月 4日 
（10:00～10:30）

○ ○ ○ —

ニューヨーク州立大学バッファロー校図書館 
（University at Buffalo, The State University of New York）

訪問 2015年 5月 7日 
（10:30～11:30）

○ ○ — ○

プリンストン大学図書館 
（Princeton University）

メール 2015年 3月 24日 ○ ○ — ○

ルイビル大学図書館 
（University of Louisville）

メール 2015年 3月 27日 ○ ○ ○ ○

トロント大学図書館 
（University of Toronto）

メール 2015年 4月 18日 ○ ○ ○ ○

オハイオ州立大学図書館 
（Ohio State University）

メール 2015年 4月 29日 ○ ○ ○ ○

注） ・A: 「学士課程学生による研究」を支援するためのサービスの図書館における位置づけ 
・B: 「学士課程学生による研究」の大学における位置づけ 
・C: （必要に応じて）「学士課程学生による研究」を支援するためのサービスの実施体制 
・D: （必要に応じて）質問紙調査の回答の補足説明
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インタビュー時には管理部門担当の副館長室に所
属していたが，質問紙調査の回答時にはパブリッ
ク・サービスと Arts & Sciences Librariesの部
門長であった。Tysick氏はインタビュー時には
社会科学分野を担当しており，2017年現在は教
育サービス部門長である。

3. メール・インタビュー
メールによるインタビューは 4館で実施した。プ

リンストン大学図書館の Senior Reference Librarian
であるMary W. George氏（2015年 3月 24日回
答），ルイビル大学図書館のレファレンス・情報
リテラシー部門長であるAnna Marie Johnson氏
（2015年 3月 27日回答），トロント大学図書館の
Student Engagement LibrarianであるHeather 
Buchansky氏（2015年 4月 18日回答），オハイオ 
州立大学図書館の Undergraduate Engagement 
Librarianである Elizabeth L. Black氏（2015年 4
月 29日回答）からそれぞれ回答があった。

III.　「学士課程学生による研究」を 
支援するためのサービスの現況

質問紙調査とインタビュー調査の結果を踏ま
え，「学士課程学生による研究」に対するサービ
スの概況について，その実施状況と実施体制，図
書館と大学における位置づけをまとめる。本章の
内容は，特に注記がない場合は各館における回答
時点の状況に基づくものである。なお，大学名に
ついては，記載について許可を得ているインタ
ビュー調査実施の 6館（第 5表）のみ実名を明記
し，それ以外の 24館は匿名とする。

A. 大学図書館におけるサービスの実施状況
質問紙調査の結果（第 6表）に基づき，「学士

課程学生による研究」に対する支援の実施状況に
ついて述べる。また，質問紙調査を踏まえて実施
したインタビュー調査において，質問紙調査の回
答についての補足説明を求めた大学もある。その
回答も本節において利用している。

1. 「学士課程学生による研究」を促進する授業
に対する支援

「学士課程学生による研究」を促進する正規課
程の授業に対する支援は，全ての回答館で実施さ
れていた。
通常版で回答した 25館には，対象とする科目

レベルと授業形式，分野についても選択肢形式で
聞いている。科目のレベル別に見ると，初年次科
目は 25館，入門・初級レベルの科目は 24館，中
上級レベルの科目は 23館，キャップストーン科
目は 21館において実施されていた。対象とする
科目のレベルには，特に片寄りはなかった。
授業形式別 42）に見ると，講義は 25館，ディス
カッションは 23館，セミナーは 23館，実験は
12館，スタジオは 15館，教員による指導や単位
認定がある個人研究は 19館，その他は 3館とい
う結果であった。その他の具体的な回答として
は，オンライン授業があった。講義やディスカッ
ション，セミナーにおける実施の割合は，特に高
いと言える。
分野別に見ると，自然科学は 22館，工学は 20

館，人文科学は 24館，社会科学は 24館，芸術は
22館，その他は 7館で実施されていた。その他

第 6表　全回答館（30館）における 6類型のサービスの実施状況
類型 実施 未実施 無回答

① 「学士課程学生による研究」を促進する授業に対する支援 30 0 0
② オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援 28 1 1
③ 学士課程学生研究プログラムに対する支援 19 9 2
④ 学士課程学生による研究成果の発表会への関与 16 10 4
⑤ 学士課程学生の研究論文誌への関与 9 17 4
⑥ 図書館資源を活用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の設置 14 13 3

（N＝30）
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としては，ヘルスサイエンスやビジネス，ホテル
学等があげられていた。分野に関しては，特に片
寄りはなかった。
上記のような授業に対する支援として実施して

いるサービスを聞いたところ，授業のなかで実施
する情報リテラシーの指導は 25館，オンライン
でのリサーチ・ガイドや主題別ガイドの提供は
24館，学生に対する 1対 1での指導は 24館，教
員を対象とするシラバスや授業設計の相談受付は
18館，授業で課す課題についての教員への助言
は 20館，図書館資源を利用させる課題「library 
research assignments」の作成は 22館，その他
は 5館という結果であった（第 7表）。
また，自由記述欄において，プリンストン大学

図書館から，必修科目である初年次のライティン
グ授業（55クラス）にそれぞれ担当の図書館員
を配置し，授業内での情報リテラシーの指導や受
講学生に対する個別の相談受付を行っているとい
う回答があった。

2. オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に
対する支援

オナーズ・プログラムまたはプログラムに参加
するオナーズ学生に対する支援は，28館で実施
されていた。なお，未実施との回答があったプリ
ンストン大学からは，オナーズ・プログラムは存
在しないが，最終年次において論文執筆または研
究プロジェクトに取り組むことを全学生に対して
必須としており，これらがオナーズ・プログラム
と同等の位置づけとなっているという補足説明が

あった。そのため，実質的には 29館で実施され
ていると考えられるだろう。
通常版で実施と回答した 22館に対しては，

サービスに関する詳細も聞いた。オナーズ・プロ
グラムにおいて図書館員が授業を担当している，
オナーズ学生の寮において図書館員がオフィスア
ワーを実施している，オナーズ論文を機関リポジ
トリに掲載している，オナーズ・プログラムのリ
エゾンを担当する図書館員を配置している，オ
ナーズ・プログラムのサテライトオフィスを館内
に設置しているという回答があった。また，ルイ
ビル大学図書館の回答者から紹介を受けた事例報
告文献 43）では，初年次のオナーズ学生を対象と
するオリエンテーションに図書館が関わり，その
際に特殊コレクション見学の時間等が設けられて
いること，オナーズ・プログラムの初年次授業に
おいて「library research assignments」を課し
ていること等が述べられていた。一方，オナー
ズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援
は行っているが，特別プログラムのような形での
サービスではなく，他の授業やプログラムと同等
のサービスを提供しているという回答もあった。

3. 学士課程学生研究プログラムに対する支援
学士課程学生研究プログラムに対する支援は，

19館で実施されていた。通常版で実施と回答した
14館に対してサービスに関する詳細を聞いたとこ
ろ，オハイオ州立大学図書館からは，連携先であ
る Undergraduate Research Office44）管轄のピア・
アドバイザーがプログラム参加者に対して行って

第 7表　「学士課程学生による研究」を促進する授業に対するサービス
サービス 実施館

授業のなかで実施する情報リテラシーの指導 25
オンラインでのリサーチ・ガイドや主題別ガイドの提供 24
学生に対する 1対 1での指導 24
教員を対象とするシラバスや授業設計の相談受付 18
授業で課す課題についての教員への助言 20
図書館資源を利用させる課題「library research assignments」の作成 22
その他  5

（N＝25）
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いる相談受付サービスのための場所の提供，上
記部署との協働による様々なワークショップの開
催 45）といった取り組みを行っているという回答が
あった。ニューヨーク州立大学バッファロー校図
書館からは，Center for Undergraduate Research 
and Creative Activitiesを担当するリエゾン・ラ
イブラリアンを配置しているという回答があっ
た。その他の大学からは，「学士課程学生による研
究」に関するプログラム等を管轄する委員会に，
図書館員が参加しているという回答もあった。

4. 学士課程学生による研究成果の発表会への関与
学士課程学生による研究成果の発表会への関与

は 16館で実施されていた。また，任意回答の項
目として，発表会に参加する学生に対する支援を
行っているかも尋ねている。その結果，発表会自
体への関与はしていないと回答した館のなかで，
参加学生に対する支援は行っているところが 6館
あった。
通常版で発表会に関与していると回答した 12
館に対してサービスに関する詳細を聞いたとこ
ろ，オハイオ州立大学図書館などから，図書館員
が発表会に評価者として参加している，参加学生
の研究ポスター等を館内で展示しているという回
答があった。また，発表会における成果物を機関
リポジトリに掲載している，発表会に参加する学
生を対象としたプレゼンテーションや研究ポス
ターの作成に関する助言，あるいはそれらに関す
るワークショップ開催を行っている，ポスター印
刷サービスを行っているといった回答もあった。

5. 学士課程学生の研究論文誌への関与
学士課程学生による研究論文を掲載する雑誌へ

の関与は，9館で行われていた。通常版で実施と
回答した 7館に対して詳細を聞いたところ，トロ
ント大学図書館やオハイオ州立大学図書館などか
ら，自館のオープンアクセス誌のプラットフォー
ムで学士課程学生の研究論文誌も刊行していると
いう回答があった。これは，大学図書館による
オープンアクセス誌刊行という動向 46）の中に位
置づけることができるだろう。

今回の調査では，機関リポジトリについての質
問項目を設けていなかった。しかし，学士課程学
生の研究論文誌に関与していない館のうち，少な
くとも 7館において学士課程学生の研究成果物を
機関リポジトリに掲載していることが，他の項目
の自由記述欄での回答から分かった。そのため，
学士課程学生の研究成果発信に対する支援を行っ
ている図書館はそれなりにあると言える。

6. 図書館資源を活用した学士課程学生による研
究成果の表彰制度の設置

授業や教育プログラム等において学士課程学生
が図書館資源を活用しながら取り組んだ研究を表
彰する制度は，14館で設置されていた。通常版で
設置していると回答した 10館に対して詳細を聞い
たところ，研究成果発表会の一環として図書館に
よる賞を設けている，「学士課程学生による研究」
を促進する授業において賞への応募を働きかけて
いる，評価委員会に教員が参加しているといった
回答があった。また，受賞者の研究成果物を機関
リポジトリ等で公開しているところもある。
なお，カリフォルニア大学バークレー校図書館
からは，このような表彰制度の形式は同校が最初
に創設したものであり，その後 10年以上経過し
た現在では，多くの大学で実施されるようになっ
たという説明があった。また，トロント大学図書
館からは表彰制度の設置を検討中という回答が
あり，実際に 2015～2016年の学期に賞を新たに
設立したことをウェブサイト 47）で確認した。一
方，オハイオ州立大学図書館からは，以前は賞
を設けていたが廃止したという回答があった。し
かし，表彰制度とは異なる形式であるが，研究
に取り組む学士課程学生に対して助成金の支給
と図書館員による支援を行うフェローシップ制度
（Undergraduate Library Research Fellowship）
を，新たに開始したことをウェブサイト 48）で確
認した。

B. 大学図書館におけるサービスの実施体制
質問紙調査の結果を中心としつつ，質問紙調査

での回答を踏まえてインタビュー調査において
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行った，実施体制に関する追加質問の回答結果も
用いて，「学士課程学生による研究」を支援する
ためのサービスがどのような体制で実施されてい
るのかについて述べる。

1. サービスを担う図書館員
「学士課程学生による研究」を支援するための
サービスがどのような図書館員によって担われて
いるのか，その一端を明らかにするために，質問
紙調査の回答者の職名を分析した。必ずしも回答
者すなわち担当者・担当責任者とは言えないが，
回答者は「学士課程学生による研究」を支援する
ためのサービスと何等かの関わりがあると考えら
れるため，回答者の職名を分析するのは意義があ
ると言える。
第 II章 A節 3項でも述べた通り，質問紙調査

において回答者の職名が明記されていたのは 24

館であった。職名で使用されている語句を見たと
ころ，「サービスの名称」「主題分野」「サービス
の対象者」の 3つのカテゴリーに分けることがで
きた。このカテゴリーをもとに回答者の担当領域
をまとめたのが第 8表である。この結果より，
「学士課程学生による研究」を支援するための
サービスの担い手は，①人的支援サービスを担当
する図書館員，②サブジェクトライブラリアン，
③学士課程学生に対するサービスを担当する図書
館員が中心であると言える。
人的支援サービスを担当する図書館員は，情報

リテラシーやレファレンス，利用者サービスの提
供，教育・学習・研究に対する支援を通して，「学
士課程学生による研究」を支援している。また，
サブジェクトライブラリアンも担当主題の領域に
おいて，「学士課程学生による研究」に対する支
援を行っている。学士課程学生に対するサービス

第 8表　回答者の職名から見る担当領域
担当領域 職名で使用されている語句 件数

人
的
支
援

情報リテラシー 
レファレンス

Information Literacy （1）

7
Information Services （1）
Instructional Services （1）
Library Instruction （2）
Reference （2）

利用者サービス Public Services （1）
3

User Services （2）
教育支援 Education （1）

5
Educational Initiatives （1）
Instructional Design （1）
Teaching （2）

学習支援 Learning 2
研究支援 Research 4

主題分野 主題を表す語句 3
学士課程学生 College Library（undergraduate library） （1）

6
Student Engagement （1）
Undergraduate Education （1）
Undergraduate Engagement （1）
Undergraduate Services （2）

アウトリーチ Outreach 1
注） 職名に複数の語句を含む場合，それぞれの数をカウントしている。
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を担当領域としている図書館員は，学士課程学生
に特化した形でのサービスを行っており，その一
環として「学士課程学生による研究」に対する支
援も担当している。
なお，上述の通り，必ずしも回答者すなわち担

当者・担当責任者とは言えない。たとえば，オハ
イオ州立大学図書館からは，学士課程学生の研究
成果の機関リポジトリへの掲載に関しては，回答
者ではなく機関リポジトリ担当者が行っていると
の説明があった。

2. 教員や他部署との協働
質問紙調査において通常版で回答した館に対し

ては，それぞれのサービスを実施するにあたって
の協働の有無についても尋ねている。
「①学士課程学生による研究を促進する授業に
対する支援」では，通常版で実施と回答した 25
館のうち，22館が教員との協働，14館が他部署
との協働を実施していた。「②オナーズ・プログ
ラムまたはオナーズ学生に対する支援」では，
通常版で実施と回答した 22館のうち，18館が教
員との協働，8館が他部署との協働を実施してい
た。「③学士課程学生研究プログラムに対する支
援」では，通常版で実施と回答した 14館のうち，
7館が教員との協働，11館が他部署との協働を実
施していた。「④学士課程学生による研究成果の
発表会への関与」では，通常版で実施と回答した
12館のうち，7館が教員との協働，6館が他部署
との協働を実施していた。「⑤学士課程学生の研

究論文誌への関与」では，通常版で実施と回答し
た 7館のうち，1館が教員との協働，3館が他部
署との協働を実施していた。「⑥図書館資源を活
用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の
設置」では，通常版で実施と回答した 10館のう
ち，6館が教員との協働，4館が他部署との協働
を実施していた。

6つの類型のサービスにおける協働の実施率に
はばらつきがあるものの，全体的に見ると，教員
との協働は比較的高い割合で行われており，他部
署との協働もそれなりに行われている（第 9表）。
また，質問紙調査の自由記述欄には，具体的

な連携先の名称についての回答もあった（第 10
表）。複数の館で言及されていたのは，「学士課程
学生による研究」を管轄する部署やプログラム，
オナーズ・プログラムであった。その他，学士課
程教育等を管轄する部署やプログラムも言及され
ていた。
本章 A節 3項でも述べた通り，ニューヨーク

州立大学バッファロー校図書館では，Center for 
Undergraduate Research and Creative Activities
とのリエゾンを担当する図書館員を配置してい
る。担当図書館員は，上記部署による研究成果発
表会等のイベントの企画・運営にも関与してい
る。また，図書館と上記部署が協働して学士課
程学生の研究成果を表彰する賞も設けている。
オハイオ州立大学図書館では，Undergraduate 
Engagement Librarian（回答者）が，職務の一
環として Undergraduate Research Officeやオ

第 9表　教員・他部署との協働の実施率

類型 教員との協働の 
実施率

他部署との協働の 
実施率

① 「学士課程学生による研究」を促進する授業に対する支援 88％ 56％
② オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援 82％ 36％
③ 学士課程学生研究プログラムに対する支援 50％ 79％
④ 学士課程学生による研究成果の発表会への関与 58％ 50％
⑤ 学士課程学生の研究論文誌への関与 14％ 43％
⑥ 図書館資源を活用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の設置 60％ 40％
注） 実施率の算出方法は，「通常版で協働を実施と回答があった館数÷通常版でサービスを実施と回答があった館数」
である。
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ナーズ・プログラムと協働している。

3. サービスに対する評価の実施
質問紙調査において，6つの類型のサービスに

対して図書館で評価を実施しているのか聞いたと
ころ，12館から実施しているという回答があった。
自由記述欄に記載があった館について，その具

体的な説明を見ると，体系的なデータ収集や数値
データに基づく評価を行っていた館（5館），体系
的ではないが逸話的な事例等を通した評価は行っ
ていると回答した館（2館），非公式な形での評価
のみ行っていると回答した館（1館）があった。

C. 大学図書館と大学におけるサービスの位置づけ
本節では，6館に対して実施したインタビュー

調査（第 5表）の結果と回答館から提供・紹介を
受けた関連文書に基づき，「学士課程学生による
研究」を支援するためのサービスがどのような位
置づけのもとで実施されているのかについて述べ
る。インタビュー調査における各館からの回答の
概要は，第 11表の通りである。

1. 大学図書館における位置づけ
「学士課程学生による研究」に対する支援が自
館において重要かつ価値あるサービスとして捉え
られているのか尋ねたところ，全ての回答館から
重要なサービスの 1つとして位置づけられている
という趣旨の回答があった。
カリフォルニア大学バークレー校図書館からは，

「学士課程学生による研究」は図書館と大学の双方
において大変重要な目標となっており，図書館は，
多くの情報資源や貴重書等の一次資料，学内に複
数ある専門的な図書館でのサービスを提供するこ
とによって貢献しているという回答があった。
ニューヨーク州立大学バッファロー校図書館から

は，「学士課程学生による研究」に対する支援は図
書館にとって欠くことのできないサービスであり，
図書館資源やサービス，専門家が授業やプログラム
のなかに統合されているという回答があった。
プリンストン大学図書館からは，大学として，

全ての学士課程学生に最終年次での論文執筆を課
しており，図書館ではそれらに対する支援とし
て，学生への対面やオンラインでの助言，学生が
執筆した論文の機関リポジトリへの掲載等を行っ

第 10表　質問紙調査の回答で言及されていた連携先の名称
「学士課程学生による研究」を管轄する部署やプログラム
・Center for Undergraduate Research and Creative Activities
・Center for Undergraduate Scholarly Engagement
・Office for Undergraduate Research
・Office of Undergraduate Research
・Summer Undergraduate Research Program
・Undergraduate Research Network Program
・Undergraduate Research Office
・Undergraduate Research Scholars Program
・Undergraduate Research Support Committee
オナーズ・プログラム
・Honors College
・Honors Program
・University Honors College
学士課程教育等を管轄する部署やプログラム
・Dean of the College Office
・Department of English
・General Education Requirement
・Office of Faculty Instructional Development and Research, Online Education
・University Writing Program
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ているという回答があった。
また，図書館の戦略計画において，「学士課程

学生による研究」に対する支援が明示的に言及さ
れているという回答もあった。
トロント大学図書館の戦略計画（2013～2018

年）49）では，「学士課程学生による研究」に対す
る支援が，「革新的な探求（Innovative inquiry）」
の項目において取り上げられている。当初の戦略
計画文書 50）では，学士課程学生による研究成果

の発表会が紹介されており，2016年に改定され
た版 49）では，図書館資源を活用した研究成果の
表彰制度，学生の研究論文誌に関する学内フォー
ラムが紹介されている。
オハイオ州立大学図書館では，戦略計画

（2011～2016年）51）の「研究とイノベーション
（Research & Innovation）」の項目において，「学
士課程学生による研究」に対する支援が，デジタ
ル出版や研究データ管理等と並んで学内の研究活

第 11表　インタビュー調査における回答の概要
【カリフォルニア大学バークレー校図書館】
図書館 「学士課程学生による研究」は，図書館と大学の双方において大変重要な目標となっており，図書館は，

多くの情報資源や貴重書等の一次資料，学内に複数ある専門的な図書館でのサービスを提供することに
よって貢献している。

大学 現在の学長が学士課程学生の経験（undergraduate experience）を同校の主要な目標の 1つとして定め
たこともあり，キャンパス内において学士課程学生の活動や授業，生活等が最優先事項の 1つになった。

【ニューヨーク州立大学バッファロー校図書館】
図書館 「学士課程学生による研究」に対する支援は，図書館にとって欠くことのできないサービスであり，図書

館資源やサービス，専門家が授業やプログラムのなかに統合されている。
大学 大学全体として，「学士課程学生による研究」を大学での学生の経験に組み込むことに力を入れている。

2016年秋から開始される新たな一般教育プログラムでは，全ての学士課程学生が情報リテラシーや研究
等のコンピテンシーを身につけられるようにするための試みが行われ，図書館も関与する予定である。

【プリンストン大学図書館】
図書館 大学として，全ての学士課程学生に最終年次での論文執筆を課しており，図書館ではそれらに対する支援と

して，学生への対面やオンラインでの助言，学生が執筆した論文の機関リポジトリへの掲載等を行っている。
大学 多くの博士課程プログラムに所属する大学院生がいるが，以前から大学として学士課程教育にも焦点を

当てている。
【ルイビル大学図書館】
図書館 「学士課程学生による研究」に対する支援は，図書館にとって重要かつ価値あるサービスであると考えて

いるが，明示的なものにはなっていない。
大学 以前は，大学の戦略計画のなかで「学士課程学生による研究」が取り上げられていたが，現在の戦略計

画では取り上げられていない。
【トロント大学図書館】
図書館 「学士課程学生による研究」に対する支援は，図書館にとって重要かつ価値あるサービスである。図書館

の戦略計画の文書（2013～2018年）のなかでも取り上げられている。
大学 大学の長期戦略計画の文書においても，「学士課程学生による研究」が取り上げられている。また，2014

年に学士課程教育におけるイノベーションを担当する副学長補佐のポジションが設置された。
【オハイオ州立大学図書館】
図書館 「学士課程学生による研究」に対する支援は，図書館の戦略計画（2011～2016年）の重点項目のなかで扱

われている。
大学 学士課程教育に関する戦略計画（2012～2017年）において，「学士課程学生による研究」が取り上げられ

ている。また，新しい学長が教育・学習の分野を大学全体のなかで重視している。

注）  図書館：「学士課程学生による研究」を支援するためのサービスの図書館における位置づけ  
大学：「学士課程学生による研究」の大学における位置づけ
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動を促進するための重点事項の 1つとして記載さ
れている。また，「教育と学習」の項目では，学生
の経験（student experience）を促進するために，
Undergraduate Research Officeやオナーズ・プロ
グラム等と連携していくことが述べられている。
ルイビル大学図書館からは，「学士課程学生に

よる研究」に対する支援は重要かつ価値あるサー
ビスであると考えているが，特に明示的なものに
はなっていないという説明があった。

2. 大学における位置づけ
「学士課程学生による研究」の促進が大学の使
命または戦略計画と関連づけられているのか尋ね
たところ，ほとんどの回答館において「学士課程
学生による研究」の促進が大学全体における重要
事項の 1つとして扱われていることが分かった。
ニューヨーク州立大学バッファロー校図書館か

らは，大学として「学士課程学生による研究」を
学生の経験に組み込むことに力を入れており，
2016年秋から開始される新たな一般教育プログ
ラムでは，全ての学士課程学生が情報リテラシー
や研究等のコンピテンシーを身につけられるよう
にするための試みが行われ，図書館も関与する予
定であるという回答があった。その後に公表され
た情報によると，ニューヨーク州立大学システム
全体の一般教育プログラムの変更を受け，2016
年秋入学者より，バッファロー校でも一般教育要
件としてキャップストーン科目が全ての学士課程
学生に課されることになった 52）。
大学あるいは学長等による学士課程教育の充実

の方針を背景としている場合もあった。たとえ
ば，プリンストン大学図書館からは，同大には多
くの博士課程プログラムに所属する大学院生がい
るが，以前から学士課程教育にも焦点を当ててい
るという回答があった。さらに，回答者から紹介
を受けた大学ウェブサイトに掲載されている「大
学概要」53）では，同大学は学士課程教育に力を入
れているという，研究大学でも独特な存在である
と述べられており，同様の記載が大学のミッショ
ンステートメント 54）にもあった。
トロント大学図書館からは，大学の長期戦略計

画 55）において「学士課程学生による研究」が取
り上げられているという回答があった。その文書
では，トロント大学の研究の幅広さと強みを生か
して，学士課程を含む全ての教育課程に研究体験
を取り入れることが目標の 1つとされている。さ
らに，学士課程学生に研究を体験させる取り組み
に力を入れているとも述べられている。また，
2014年に学士課程教育におけるイノベーション
を担当する副学長補佐のポジションが設置された
という説明も，回答者よりあった。
オハイオ州立大学図書館からは，学士課程教育

に関する戦略計画（2012～2017年）56）において，
「学士課程学生による研究」が取り上げられている
という回答があった。その文書では，「研究とイノ
ベーション（Research & Innovation）」の項目にお
いて，「学士課程学生による研究」に対する意識の
醸成や参加の促進等が述べられている。また，新
しい学長が教育・学習の分野を大学全体のなかで
重視しているという説明も，回答者よりあった。
カリフォルニア大バークレー校図書館からは，現

在の学長が学士課程学生の経験（undergraduate 
experience）を同校の主要な目標の 1つとして定
めたこともあり，キャンパス内において学士課程
学生の活動や授業，生活等が最優先事項の 1つに
なったという説明があった。
一方，ルイビル大学図書館からは，以前は大学

の戦略計画のなかで「学士課程学生による研究」
が取り上げられていたが，現在の戦略計画では取
り上げられていないという回答があった。

IV.　「学士課程学生による研究」に 
対する支援の特徴

本章では，第 III章における質問紙調査とイン
タビュー調査の結果に基づき，大学図書館が実施
する「学士課程学生による研究」に対する支援の
特徴を整理する。整理の際には，第 I章 B節に
おいて指摘した従来の先行研究では十分に明らか
になっていない点を踏まえて，第 I章 C節にお
いて設定した 3点の検討課題に沿って検討する。
具体的には，大学図書館が実施する「学士課程学
生による研究」に対する支援に関して，（1）授業
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内外においてどのサービスがどの程度実施されて
いるのか，（2）どのような体制でサービスが実施
されているのか，（3）それらは大学図書館あるい
は大学全体においてどのように位置づけられてい
るのか，の 3点に沿って検討する。
最初に，（1）の検討課題について整理する。ま

ず，「学士課程学生による研究」に対する支援の
現況をより明確化するために，質問紙調査におい
て，6つの類型のサービスの実施の有無について
全て回答があった 26館（以下，完答館）の実施状
況を見た。なお，完答館 26館の内訳は，通常版
での回答が 21館，簡易版での回答が 5館である。
第 12表は，完答館における 6つの類型のサー

ビスの実施状況を示したものである。「学士課程
学生の研究論文誌への関与」以外のサービスは，
半数以上の館で実施されていた。なお，第 III章
A節 5項でも述べた通り，研究論文誌には関与
していなくても，それに類する取り組みとして，
学士課程学生の研究成果の機関リポジトリへの掲
載が行われている場合があった。

6つの類型のサービスは，いずれもそれなりに
実施されていると言える。特に，26館全てで実
施されていた「学士課程学生による研究を促進す
る授業に対する支援」，そして，同等の取り組み
に対する支援を行っている館を含めると，実質的
に全てで実施されていたと見なせる「オナーズ・
プログラムまたはオナーズ学生に対する支援」
は，大学図書館が実施する「学士課程学生による
研究」に対する支援のなかで，中核的な位置を占
めていると言える。
また，各館が実施するサービスの数を見たとこ

ろ，6つの類型全てのサービスを実施していたの
は 3館，5つの類型のサービスを実施していたの
は 10館，4つの類型を実施していたのは 6館，
3つの類型を実施していたのは 2館，2つの類型
を実施していたのは 4館であった（第 1図）。
1つの類型のみを実施していたところが 1館あっ
たが，ここはオナーズ・プログラムは存在しない
が同等の取り組みに対する支援を行っていると回
答した館であった。
以上より，実質的に完答館の 26館全てにおい

て 2つ以上の類型のサービスが行われており，半
数の館において 5つ以上，7割の館において 4つ
以上の類型のサービスが実施されていることが分
かった。授業内外で取り組まれている「学士課程
学生による研究」に対する支援は，大学図書館に
おいてかなりの程度実施されているサービスであ
ると言える。
本研究で設定した 6つの類型のサービスは，学

士課程学生が行う学習活動・研究活動のサイクル
を支援するものであると言える。つまり，大学図
書館では，学生が受講する授業や参加する各種教
育プログラムにおいて，情報リテラシーの養成や
研究を行うにあたっての相談受付，図書館資源や
設備の提供といった面から支援を行い，それら
の支援を通して生み出された研究成果に対して
も，成果物の発表促進や表彰等を行っている（第
2図）。上述のように，7割以上の館において 4つ
以上の類型のサービスが実施されているという現
況は，大学図書館が学士課程学生の活動を幅広く
支援していることの表れであると言えるだろう。
次に，（2）の検討課題について整理する。（1）

第 12表　完答館（26館）における 6類型のサービスの実施状況
類型 実施館

① 「学士課程学生による研究」を促進する授業に対する支援 26
② オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援 25
③ 学士課程学生研究プログラムに対する支援 18
④ 学士課程学生による研究成果の発表会への関与 16
⑤ 学士課程学生の研究論文誌への関与  9
⑥ 図書館資源を活用した学士課程学生による研究成果の表彰制度の設置 13

（N＝26）
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の検討課題で整理した通り，「学士課程学生によ
る研究」に対して幅広い範囲の支援を行っている
こともあり，それらには様々な図書館員が関わっ
ていると言えるが，その中心的な担い手は人的支
援サービスを担当する図書館員やサブジェクトラ
イブラリアン，学士課程学生に対するサービスを
担当する図書館員である。また，彼らの中には
「学士課程学生による研究」を管轄する部署のリ
エゾンを担当していたり，関連する図書館外の委
員会に参加している者もいる。

本研究の結果において特徴的なのは，学士課程
学生に対するサービスを担当領域としている図書館
員の存在であろう。北米の研究大学図書館には学
士課程学生に対するサービスに特化した学部学生
用図書館（undergraduate library）の伝統がある
が 57），学部学生用図書館を設置している大学だけ
でなく，設置していない大学にも学士課程学生に特
化した図書館員が存在し，「学士課程学生による研
究」に対する支援を行っていることが分かった。
そして，「学士課程学生による研究」に対する

第 1図　完答館（26館）におけるサービスの実施数

第 2図　「学士課程学生による研究」に対する支援のサイクル
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支援を実施する際には，教員や他部署との協働が
図られている場合もある。第 9表において 6つの
類型別に見た通り，教員との連携は比較的高い割
合で行われており，他部署との連携もそれなりに
実施されていることが分かった。教員との協働は
授業やオナーズ・プログラムに対する支援で実施
率が高く，他部署との協働は学士課程学生研究プ
ログラムに対する支援で実施率が高かった。これ
らは，図書館単独という形ではなく，協働による
実施を行うことが効果的であると考えられる。
最後に，（3）の検討課題について整理する。イ

ンタビュー調査の結果より，「学士課程学生によ
る研究」の促進が，大学全体における重要事項
の 1つとして扱われていること，大学図書館とし
ても，「学士課程学生による研究」に対する支援
を重要なサービスの 1つとして位置づけているこ
とが分かった。これは，質問紙調査の結果におい
て，「学士課程学生による研究」に対する支援が，
大学図書館においてかなりの程度実施されている
サービスであった点とも合致すると言える。ま
た，「学士課程学生による研究」の促進が，「研究
大学」としてのアイデンティティとも関わってい
ることが，インタビュー調査の回答者より紹介を
受けた文書等から読み取れる場合もあった。
大学図書館は大学全体の使命や戦略等を意識し

て，それに沿うような形で「学士課程学生による
研究」に対する支援を実施している。つまり，大
学全体のなかで「学士課程学生による研究」に対
する支援が行われており，図書館のサービスはそ
のなかに組み込まれていると言える。

V.　本研究の成果と今後の研究課題

本研究によって，学士課程教育改革の手段の
1つとして位置づけられている「学士課程学生に
よる研究」に対する大学図書館の支援に関して，
授業内外で実施されているサービスの現況とその
実施体制，それらサービスの大学図書館と大学全
体における位置づけについて，その一端を明らか
にすることができた。第 IV章で述べた通り，大
学図書館は「学士課程学生による研究」を支援す
ることによって，第 2図で示したような学士課程

学生が行う学習活動・研究活動のサイクルを支援
している。さらに，それらのサービスは，大学図
書館のみならず大学全体の取り組みのなかに位置
づけられている。
本研究では，「学士課程学生による研究」に対

する大学図書館の支援について，これまでよりも
広い観点からの調査を行った。これによって，学
士課程教育において大学図書館が果たすべき役割
を検討する際の一助となる，上述のような見取り
図を提示できたと考える。
しかしながら，第 I章 B節でも述べたように，

「学士課程学生による研究」と大学図書館の関係
を主眼とする文献は，まだ少ないのが現状であ
る。本研究も含め，大学図書館が実施する「学士
課程学生による研究」に対する支援についての研
究は，緒についたばかりであり，今後も研究を発
展させていく必要がある。
本研究にはいくつかの制約が存在し，今後の研

究課題とすべき事柄がある。まず，質問紙調査と
インタビュー調査の回答数が少ないということも
あり，俯瞰性を高めるためには，さらなる調査を
行う必要がある。たとえば，本研究では，北米の
研究大学図書館を対象として，「学士課程学生によ
る研究」に対する支援の実態とその特徴を見た。
しかし，北米では様々なタイプの大学で，授業内
外において「学士課程学生による研究」に対する
取り組みが行われている。それを反映して，様々
な図書館において「学士課程学生による研究」に
対する支援が授業内外で行われている。今後は，
本研究で採用した観点に基づき，研究大学図書館
以外における現況を考慮に入れた研究を行う必要
もあると考える。また，本研究で設定した 6つの
類型のサービスや調査結果から判明したサービス
内容以外にも，「学士課程学生による研究」を支
援するためのサービスが行われている可能性は十
分にあると言え，今後も調査を継続することで，
それらを明らかにできるのではないかと考える。
なお，訪問によるインタビュー調査を行った

2館では，書面だけでは汲み取れない部分に関
しても話を聞くことができた。たとえば，カリ
フォルニア大学バークレー校図書館では，インタ
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ビュー時に 4～5階の改修工事をしていた学部学
生用図書館において，学生の学習活動・研究活動
を支援するためにグループ学習スペースの拡充，
新たなメディアやテクノロジーへの対応を図る
予定であるという説明があった。ニューヨーク州
立大学バッファロー校図書館では，「学士課程学
生による研究」を通して得られる経験は入学希望
者へのアピールにもなっている，また，博士号や
修士号を目指す学生にとっては「学士課程学生に
よる研究」が準備としての経験になっているとい
う説明があった。今後，さらなる訪問調査を行う
ことによって，より一層「学士課程学生による研
究」に対する支援の特徴を明瞭にできる可能性も
あるだろう。
近年では，日本の大学においても，学士課程学

生の研究活動を支援するための取り組み 58）59）が
行われるようになっている。日本の大学図書館で
もそれらに対する支援が重視されるようになる可
能性もあると考えられるため，今後も先行する北
米の大学図書館の動向を注視すべきであろう。
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要 旨

【目的】本研究の目的は，北米の大学図書館が実施する「学士課程学生による研究」に対する支援の
実態とその特徴を明らかにすることである。
【方法】質問紙調査とインタビュー調査を実施した。質問紙調査の対象は，アメリカとカナダの研究大
学図書館 133館とした。調査対象館の図書館員に対してメールを送付し，ウェブフォーム形式の質問
紙への回答を依頼した。調査依頼と質問紙の回収は，2014年 10月から 12月と 2015年 3月に行った。
インタビュー調査は，質問紙調査の回答館のなかで協力を得られた 6館に対して，2015年 3月から 5
月にかけて実施した。訪問によるインタビューは 2館，メールによるインタビューは 4館で実施した。
【結果】質問紙調査の対象 133館のうち，30館より回答があった。「学士課程学生による研究を促進
する授業に対する支援」は全ての回答館，「オナーズ・プログラムまたはオナーズ学生に対する支援」
は 28館，「学士課程学生研究プログラムに対する支援」は 19館，「学士課程学生による研究成果の発
表会への関与」は 16館，「学士課程学生の研究論文誌への関与」は 9館，「図書館資源を活用した学
士課程学生による研究成果の表彰制度の設置」は 14館で実施されていた。サービスの中心的な担い
手は，人的支援サービスを担当する図書館員やサブジェクトライブラリアン，学士課程学生に対する
サービスを担当する図書館員であった。サービスを実施する際には，教員との協働が行われることが
多く，「学士課程学生による研究」やオナーズ・プログラム等を管轄する他部署との協働が行われて
いる場合もあった。そして，インタビュー調査の結果より，「学士課程学生による研究」の促進が大
学全体において重要事項の 1つとして扱われていること，それを意識して大学図書館でも「学士課程
学生による研究」に対する支援を重要なものとして認識していることが分かった。


